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 まち づく りへ の市 民参 加が 始ま って 30年 余り が経 ち、 我が 国で は「 パー トナ ー

シ ップ 型」 と呼 ばれ る複 数の 主体 が連 携し たま ちづ くり が進 めら れる 時代 とな っ

た 。こ の流 れは 今日 まで 行政 が主 導し てき た公 共部 門に おい て、 行政 が市 民な ど

の 主体 に部 分的 な参 加を 求め る体 制か ら、 市民 等が 行政 と対 等な 立場 で公 共部 門

に 参画 し、 自己 責任 、自 己決 定で まち づく りを 担う 体制 を構 築す るレ ベル に到 達

し た事 を示 して いる 。こ うし た背 景の もと 、市 民を 中心 とし たま ちづ くり が単 一

の 主体 では なく 複数 主体 の連 合体 とし てい かに 自律 化し てい くか とい う課 題に 市

民 まち づく り支 援を 目指 す研 究領 域の 学術 的関 心は 移っ てい る。 本論 文は まち づ

く りを 市民 活動 の集 積と して とら え、 市民 をは じめ とし た様 々な 主体 の連 携を 通

じ て構 築さ れる まち づく り体 制の 自律 化プ ロセ スを 対象 とす るも ので ある 。 

 本論 文は 、「 ま ち づ く り は 市 民 を中 心と した 自律 的な 体制 で進 めら れる べき で

あ る」 とい う前 提の もと 、ま ちづ くり 体制 の自 律化 プロ セス をデ ザイ ンす るこ と

を 目指 すも ので ある 。具 体的 には 、「 まち づく り体 制の 自律 化プ ロセ ス」 を「 特

定 の圏 域に おい て、 複数 の主 体間 での 認知 ・補 完に より 、市 民主 導に よる 地域 運

営 体が 形成 され る過 程」 と定 義し 、事 例調 査を 通じ て、 主体 の役 割と 体制 に着 目

し て分 析を 行い 、そ の変 遷メ カニ ズム を明 らか にす るこ とを 目的 とす る。 

 本論 文は ５章 、 及 び 各 章 を 要 約 し提 案を 行う 終章 で構 成さ れて いる 。 

 第１ 章「 研究 課 題 の 整 理 」 で は 、本 論文 の背 景、 目的 、用 語の 定義 を述 べ、 研

究 課題 の整 理を 行い 、市 民に よる まち づく り体 制の 自律 化プ ロセ スの 仮説 を示 し

た 。こ の中 でま ちづ くり 体制 の自 律化 プロ セス を「 特定 の圏 域に おい て、 複数 の

主 体間 での 認知 ・補 完に より 、市 民主 導の 地域 運営 体が 形成 され る過 程」 と定 義

し た。 また 、ま ちづ くり 事例 のレ ビュ ーを 行い 、本 論文 で取 り上 げる まち づく り

事 例の プロ セス を、 まち づく りの 初動 の動 機、 連携 によ る課 題解 決の 可能 性、 初

動 した セク ター の所 在か ら分 類し 、位 置づ けた 。続 いて 既往 研究 を「 まち づく り

プ ロセ スに 関す る研 究」 及び 「ま ちづ くり 主体 に関 する 研究 」の 視点 から 整 理

し 、本 論文 の位 置づ けを 示し た。 

 第２ 章「 市民 セ ク タ ー 単 独 に よ るま ちづ くり のプ ロセ ス」 では 、都 心に おい て

狭 域な 地縁 社会 を形 成し 、市 民セ クタ ーが 単独 で地 域の 開発 コン トロ ール を行 っ

て いる 東京 都新 宿区 荒木 町 12番 地 を対 象と して 取り 上げ 、イ ンタ ビュ ーな どの 詳

細 な調 査・ 分析 によ り研 究を 進め た。 行政 によ る介 入の 難し い公 法上 の基 準を 満

た した 開発 計画 に対 して 、地 域住 民が 地域 の固 有条 件を 論拠 とし て開 発業 者と の

折 衝を 通じ て開 発コ ント ロー ルを 行っ てい る事 例に 着目 し、 住民 がど のよ うな 論

拠 をも とに 、ど のよ うな 体制 で折 衝を 重ね て来 たの かを 明ら かに する こと を目 的

と して 分析 を進 めた 。そ の結 果、 一連 のプ ロセ スは 課題 認識 期、 組織 形成 期、 組
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織 連携 拡大 期の ３期 に整 理で きた 。課 題認 識期 では 、近 隣の 高層 ビル から のビ ル

風 によ り、 地域 内の 家屋 が被 害を 受け るこ とで 、地 域内 外に 高層 建築 物が 建つ こ

と が地 域に とっ て脅 威で ある こと が地 域住 民の 間で 認識 され 、高 層建 築物 の計 画

に 対し て地 域内 の折 衝役 を中 心と して 敏感 に対 応す るよ うに なっ た。 この 際に 、

地 域の 固有 条件 を共 有し てい る狭 い圏 域を 単位 とし て活 動し たた め、 地域 で課 題

を 共有 する こと が可 能と なり 、住 民が 団結 した こと が明 らか にさ れた 。組 織形 成

期 では 、地 域内 の生 活イ ンフ ラで ある 私道 が地 域の 共有 財と なる こと で、 この 管

理 主体 とし て地 域住 民の 組織 化し 、自 らそ の整 備水 準を コン トロ ール する こと に

よ って 、地 域住 民に とっ て折 衝の 際の 論拠 とす るこ とが でき た。 組織 連携 拡大 期

で は、 一連 の折 衝で 折衝 役を 務め てき た人 材の 引退 によ り折 衝能 力が 落ち たこ と

に 対し て、 同様 の課 題を 抱え る他 地域 との 連携 によ り補 完し た。 しか し、 複数 の

地 域で の連 携に よる 対応 のた め、 地域 の固 有条 件を 論拠 とし た折 衝は 難し くな っ

た 、と いう こと が明 らか にな った 。 

 第３ 章「 市民 セ ク タ ー に よ る 初 動か ら他 の主 体と の連 携に より 発展 した まち づ

く りの プロ セス 」で は、 過疎 少子 化の 状況 から まち づく り活 動を 通じ て人 口増 加

な どの 成果 を出 して いる 徳島 県海 部郡 由岐 町伊 座利 地区 を対 象と した 。地 区内 外

と の交 流活 動を 中心 とし たま ちづ くり の事 例に 着目 し、 住民 の発 意に より まち づ

く り活 動が 初動 して 以降 、行 政を はじ めと した 外部 の主 体と 連携 した 経緯 とそ の

動 機、 連携 した 主体 の役 割の 変遷 を示 すこ とを 目的 とし て分 析を 進め た。 その 結

果 、一 連の まち づく りプ ロセ スは 連携 胎動 期、 連携 勃興 期、 連携 成長 期の ３期 に

整 理で きた 。連 携胎 動期 では 地域 の共 同性 の強 さ、 地区 内の 学校 と地 区の 関係 の

深 さ、 地区 外へ の開 放性 の高 さな どの 固有 条件 から 、地 域の 課題 が共 有さ れや す

く 、発 意者 が折 衝役 とな って 地域 の賛 同を 得る こと によ り地 区住 民全 員参 加の ま

ち づく り組 織を 設立 した 。連 携勃 興期 では 、組 織が 中心 とな って 、転 入者 や情 報

を 得る ため に地 区外 との 交流 や長 期滞 在者 の受 け入 れを 行っ た。 こう した 地区 内

外 の交 流機 会の 増加 が、 地域 の開 放性 をさ らに 高め た。 また 、交 流活 動を 地域 住

民 と学 校が 連携 して 実施 する こと で、 地区 内の 連携 も強 化さ れた 。連 携成 長期 で

は 、交 流活 動と 転入 者の 受け 入れ を継 続し たこ とで 、行 政を はじ めと した 地区 外

主 体に まち づく り活 動の 実績 が評 価さ れ、 新た な地 区内 外の 連携 の際 の情 報や 予

算 の獲 得に 繋が り、 これ らの 主体 によ る新 たな 支援 者の コー ディ ネー トに より 連

携 が発 展し 、地 区の 固有 性を さら に高 める 結果 とな った こと が明 らか とな った。 

 第４ 章で は、 「 行 政 セ ク タ ー に よる 初動 から 市民 セク ター 主導 とな った まち づ

く りの プロ セス 」を 扱う 。神 奈川 県小 田原 市に おい て、 行政 セク ター であ る小 田

原 市政 策総 合研 究所 とそ こか ら誕 生し た市 民ま ちづ くり 組織 に着 目し 、市 民組 織

2 



 

が 誕生 し、 まち づく り活 動を 展開 して いる 事例 を対 象と した 。研 究所 から の市 民

組 織が 誕生 する 経緯 にお いて 各主 体が 果た した 役割 を明 らか にす るこ とを 目的 と

し て分 析を 進め た。 その 結果 、一 連の プロ セス は研 究会 結成 期、 研究 活動 期、 活

動 独立 期、 活動 成熟 期の ４期 に整 理で きた 。研 究会 結成 期で は行 政の 公募 によ る

市 民、 行政 によ り招 聘さ れた 専門 家が 一体 とな って 研究 会を 結成 する こと で、 広

い 圏域 に散 在す る人 材が 組織 化さ れた 。研 究活 動期 では 、研 究会 を構 成す る市 民

や 行政 、専 門家 等す べて の人 材が まち 歩き など の共 有体 験を 基に 対等 な立 場で 議

論 する こと によ り、 議論 の成 果が 全員 で共 有さ れ、 信頼 関係 が構 築さ れた 。対 外

的 には 公開 研究 会な どを 通じ て共 通体 験と 対等 な議 論の 場を つく るこ とで 賛同 者

を 得る こと が出 来た 。活 動独 立期 では 、研 究活 動期 の公 開研 究会 など で培 われ た

人 脈を 基に 、研 究会 の市 民研 究員 、専 門家 、賛 同し た他 の市 民に より 市民 セク タ

ー に新 たな まち づく り組 織が 誕生 した 。そ の場 にお いて は、 地域 に愛 着を 持つ 専

門 家の 献身 的な 参画 によ り、 行政 セク ター 内部 にあ った 研究 会と 同様 の活 動が 展

開 され たこ とが 分か った 。活 動成 熟期 では 、誕 生し た市 民組 織が 中心 とな って 他

の 市民 組織 の連 携を コー ディ ネー トし 、複 数の 主体 の連 携に よる 自律 的な まち づ

く り体 制が 形成 され つつ ある こと が明 らか にな った 。 

 第５ 章で は、 こ れ ま で の 結 果 よ り、 まち づく り体 制の 自律 化プ ロセ スと 、そ れ

を 規定 する 地域 の固 有条 件を 整理 した 。そ の結 果、 まず ３つ の事 例の 段階 変遷 同

期 の共 通性 から 、ま ちづ くり 体制 の自 律化 プロ セス を、 初動 段階 、活 動拡 大 段

階 、連 携段 階、 連携 拡充 段階 、の ４段 階で 整理 した 。さ らに 、自 律化 プロ セス を

規 定す る地 域の 固有 条件 のう ち、 地形 、気 候風 土、 人口 規模 は地 域の 一体 性や 人

材 の確 保の 可能 性に 関連 する こと が明 らか にな った 。私 道な どの 生活 イン フラ や

地 域の 核施 設は 市民 セク ター が一 体と なっ て活 動す る際 の根 拠や 拠点 とな るこ と

が 明ら かに なっ た。 また 、地 域の 産業 構造 や歴 史的 文脈 は、 それ 自体 がま ちづ く

り を進 める 際の コン セプ トや 地域 内連 携の 要因 とな るこ とが 明ら かに なっ た。 次

に 、市 民に よる まち づく り体 制の 自律 化プ ロセ スに おけ る各 段階 での まち づく り

の 体制 と各 主体 の役 割の 変遷 から 、自 律化 プロ セス のメ カニ ズム を明 らか に し

た 。そ の結 果、 自律 化プ ロセ スが 変遷 する 要因 はま ず、 初動 段階 から 活動 拡大 段

階 にお いて は、 活動 を開 始し たグ ルー プの 組織 化、 活動 の事 業化 が挙 げら れた 。

活 動拡 大段 階か ら連 携段 階へ は、 対外 的な 活動 の開 始と 組織 間連 携の 形成 が挙 げ

ら れた 。連 携段 階か ら連 携拡 大段 階へ は、 補完 体制 の拡 大と 連携 をコ ーデ ィネ ー

ト 機能 の出 現が 挙げ られ た。 

 終章 では 、ま ち づ く り 体 制 の 自 律化 プロ セス にお ける 連携 のあ り方 と各 主体 の

役 割を 提案 した 。最 後に 本論 文の 要約 を記 した 。 
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 講演 山梨県早川町における地域づくりに関す

る研究 その３ -草塩集落の集落維持

の労力負担について- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 土田 真 

後藤春彦 

田口太郎 

鞍打大輔 

 

 講演 温泉観光地における住民生活と観光地の

相関に関する研究 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 井上由梨 

後藤春彦 

村上佳代 

田口太郎 

 

 講演 徳島県由岐町木岐地区における「漁村オ

ーラルヒストリー調査」の取り組み ‐

まちづくり・オーラル・ヒストリー調査

報告- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 八幡桃子 

後藤春彦 

田口太郎 

他４名 

 

 講演 神奈川県小田原市における「まち語り」

「懐古新聞」の取り組み ‐ まちづく

り・オーラル・ヒストリー研究その１- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（東海） 

2003 年９月 田口太郎 

後藤春彦 

山崎義人 

 

 著書 まちづくりオーラル・ヒストリー 「役

に立つ過去」を活かし、「懐かしい未来」

を描く 

水曜社 2005 年３月 後藤春彦 

佐久間康富 

田口太郎 

 

 その他 

（報告書） 

「漁村におけるまちづくりオーラル・ヒ

ストリー調査とその成果の活用」報告書

（財）漁港漁場漁村技

術研究所 

2005 年３月 後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（寄稿） 

「徳」の先に見えるもの 小田原市政策総合研究

所研究紀要 

 

2004 年３月 単名 

 

 その他 

（寄稿） 

研究所主導から市民主導のまちづくりの

展開に向けて 

小田原市政策総合研究

所研究紀要 

 

2003 年３月 単名 

 

 その他 

（報告書） 

中山間・離島／多自然居住地域における

地域づくり支援分科会研究報告書 

分権型社会の都市・地

域ビジョン研究会 

2003 年３月 戸沼幸市 

後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

小田原オーラルヒストリー調査 小田原市政策総合研究

所 

2003 年３月 後藤春彦 

田口太郎  

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

中山間・離島／多自然居住地域における

地域づくり支援分科会研究報告書 

分権型社会の都市・地

域ビジョン研究会 

2002 年３月 戸沼幸市 

後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

小田原遺産調査（オーラルヒストリー調

査） 

小田原市政策総合研究

所 

2002 年３月 後藤春彦 

山崎義人 

田口太郎 
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他多数 
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研 究 業 績        

種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

 その他 

（報告書） 

熊本県合志町竹迫下町地区魅力化計画 熊本県合志町 2002 年３月 後藤春彦 

吉田道郎 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

MIT / Waseda Design Workshop 2000 早稲田大学後藤研究室 2000 年８月 後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

美里町北部整備プラン 埼玉県美里町 2000 年５月 後藤春彦 

笠原 卓 

田口太郎 

安斉慎吾 

 

 その他 

（報告書） 

Urban Design Workshop by Waseda Uuniv. 

and Chonbuk National Univ. 

全北大学校 2000 年３月 後藤春彦 

三宅 諭 

李 彰浩 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

「歴史と文化の街づくり・里づくり」整

備計画策定調査報告書 

埼玉県都市整備公社 2000 年３月 後藤春彦 

三宅 諭 

田口太郎 

他５名 

 

 その他 

（報告書） 

新潟県高柳町地域づくりを振り返る

～地域づくり十年の聞き書き～ 

新潟県高柳町 2000 年３月 後藤春彦 

吉田道郎 

佐久間康富 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

MIT / Waseda Design Workshop 1999 早稲田大学後藤研究室 1999 年 10 月 後藤春彦 

田口太郎  

他多数 

 



 

10  
 

 




